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＜連絡事項＞

· 病院事務Ｇ庶務Ｔより8/10（金）に体重計の破損状況を業者が確認します。時間は明日の午前中に連絡がきます。

· 安達貴浩様、左上歯痛を訴え歯科受診の希望あり、家族の了解を得て医事室へ歯科受診予約をしています。

· 玉井クニ子様、8/10朝にＭＲＳＡ（鼻腔）検査予定されています。

· 河原木泰志様、両足背の浮腫著明にあり。主治医へ報告し副作用の影響考えられる為、今後は減薬していくとの事です。臥床時は挙上し、水分の摂り過ぎに注意して浮腫の観察を行なって下さい。精神症状の変化（睡眠状態、唸り声の頻度、性的逸脱行為の有無）にも注意して観察して下さい。

· 大家勇二様、今後の方針について家族面談予定されています。本日、PM15：30。

· 藤田金弘様、本人から介助要求、依存的な発言が徐々に多くなっています。ＡＤＬの低下を防ぐ為にも身体機能に注意しながら離床を促していく必要があります。歩行器使用時は常にスタッフが付き添うようにして下さい。

＜アルコール依存症治療プログラム実施状況確認・評価＞

大家勇二様～　参加の拒否はなく、プログラムに対する否定的な意見（前にもやった等）は目立ちません。「否認はありません。１ヶ月、経ったし、周りからも退院しろと言われている。」話しています。飲酒を他者のせいにする傾向が発言やレポートの内容に見られ、動機についても曖昧な発言をしている。今後は断酒の動機が得られるように関わる必要ありますが本人の理解度（ＩＱ63）に合わせ、分かりやすく、繰り返し行っていく必要があります。

八木橋　牧男様～　ビデオ学習、テキスト学習などメモを取りながら行っている。意欲的な面が見られているが周囲の音や人等により集中力が途切れることある為、環境調整などに配慮し援助していく必要があります。

木野　貢様～　ビデオ学習を繰り返し行っているが「前にも見た」と話すがそれほど強い拒否

はありません。ビデオ学習を行うごとに酒害について認識した発言が聞かれ「飲

まれね」と繰り返し言われています。

中坂　正蔵様～　木野様と一緒にビデオ学習を行っていますが口数少なく、ビデオにも余り集中出来ていない様子があります。飲酒について尋ねると「飲まれね、また飲んだら、体を壊してしまう」と話しています。夜間の23時頃に帰宅要求を話すこと多く、失見当識が見られています。夜間せん妄や認知症の行動についても引き続き観察して下さい。

＜患者様ＮＣＰ評価・検討＞

三村　れい子様～♯1　意欲低下

　　　　　　　　　　入院当初よりは表情,口調の明るさ見られ同室者との交流も見られています。更衣や入浴など雑さはありましたが現在は自力で行なえるようになっています。日課は遅れる事なく、生活リズムも整えられてきています。

　　　　　　　　　　鬱の患者様ですので回復期などに自傷、自殺の危険性が高い為、所在の把握、移動時は目を離さないようにして下さい。

阿部　文香様～♯1　性的逸脱行為

　　　　　　　　　Ｄユニット移動後、性的逸脱行動は見られません。木村格治様がユニット付近をうろつく事や部屋を覗くことある為、充分注意して下さい。余暇は自床で過ごす事多い為、ホールで過ごして頂き、所在の把握をして下さい。

　　　　　　　　　　本日の生理の処理が自分では出来なかった事を母様へ伝えると家ではきちんと生理の時は出来ていたとの事です。生活能力を低下させないように声掛けし自主的に行なえるよう介入していく必要があります。













